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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第８期
第２四半期
連結累計期間

第９期
第２四半期
連結累計期間

第８期

会計期間
自　2021年10月１日
至　2022年３月31日

自　2022年10月１日
至　2023年３月31日

自　2021年10月１日
至　2022年９月30日

売上収益
(百万円)

140,257 143,298 281,301

(第２四半期連結会計期間) (68,655) (75,294)  

営業利益 (百万円) 9,572 5,232 10,123

税引前四半期利益又は税引前利益 (百万円) 9,046 4,602 7,564

親会社の所有者に帰属する四半期

(当期)利益 (百万円)
5,588 3,625 3,607

(第２四半期連結会計期間) (2,200) (2,954)  

親会社の所有者に帰属する四半期

(当期)包括利益
(百万円) 6,527 2,655 5,700

親会社の所有者に帰属する持分 (百万円) 65,710 65,417 65,117

資産合計 (百万円) 331,355 337,094 331,982

基本的１株当たり四半期(当期)利益
(円)

48.26 31.33 31.16

(第２四半期連結会計期間) (19.02) (25.53)  

希薄化後１株当たり四半期(当期)利益 (円) 47.96 31.11 30.98

親会社所有者帰属持分比率 (％) 19.6 19.1 19.3

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 16,665 19,171 29,514

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △8,801 △8,202 △19,647

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 20,262 △12,939 10,539

現金及び現金同等物の四半期末(期末)

残高
(百万円) 57,909 48,087 50,637

 

(注) １．上記指標は、国際会計基準(以下「IFRS」という。)により作成しております。

２．当社は要約四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

３．百万円未満を四捨五入して記載しております。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。なお、主要な関係会社の異動は、以下のとおりです。

当第２四半期連結会計期間において、当社の持分法適用会社であるWasabi Participations Limited.の全株式を

譲渡したことにより、持分法適用の範囲から除外しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスに係る行動制限が徐々に緩和されつつあ

る一方で、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化に伴い資源価格が高騰しているのみならず、円安が進行してお

り、様々な物価が高騰し、先行き不透明な状況が続いております。

外食業界におきましても、同様にロシアによるウクライナ侵攻の長期化に伴う資源価格の高騰や円安、様々な物

価の高騰等により引き続き厳しい状況になっております。

このような状況の中、当社グループでは、「変えよう、毎日の美味しさを。広めよう、世界に喜びを。」を

VISIONとして、日々の食を美味しくすることで、お客様の生活や人生までゆたかにしたいという願いに向けて、商

品開発、店内調理、安心・安全の取り組み及びサービスの向上に取り組んでまいりました。

 

また、業態別店舗数は以下のとおりであります。

[当社グループ業態別店舗数]

業態名 前連結会計年度末 出店実績 閉店実績
当第２四半期連結
会計期間末

国内：スシローブランド
(テイクアウト専門店)

644(18) 13 2(1) 655(17)

国内：杉玉ブランド(FC) 67(15) 8(1) 2 73(16)

国内：京樽ブランド 155(－) 3 14 144(－)

国内：回転寿司みさき・
三崎丸ブランド

103(－) － 4 99(－)

国内：その他ブランド 24(－) 1 1 24(－)

国内合計 993(33) 25(1) 23(1) 995(33)

海外：スシローブランド
(テイクアウト専門店)

87(2) 23 － 110(2)

海外：その他ブランド 3(－) 1 － 4(－)

海外合計 90(2) 24 － 114(2)

国内外合計 1,083(35) 49(1) 23(1) 1,109(35)
 

（　）内は内数でテイクアウト専門店・FCの店舗数

 
以上の結果、財政状態及び経営成績の状況は以下のとおりとなりました。

 

①財政状態

（資産）

総資産の残高は、前連結会計年度末に比べ5,111百万円増加し、337,094百万円となりました。

流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ40百万円減少し、67,953百万円となりました。これは主に、資金

の返済等により現金及び現金同等物が2,550百万円減少したこと等によるものであります。

非流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ5,151百万円増加し、269,141百万円となりました。これは主

に、新店出店等により有形固定資産が4,945百万円増加したこと等によるものであります。
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（負債）

負債合計は、前連結会計年度末に比べ4,708百万円増加し、271,556百万円となりました。

流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ23,682百万円増加し、77,749百万円となりました。これは主に、

社債の一部における非流動社債からの振り替えに伴い、社債及び借入金が19,984百万円増加したこと等によるも

のであります。

非流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ18,974百万円減少し、193,807百万円となりました。これは主

に、社債の一部における流動社債への振り替え及び借入金の返済により、社債及び借入金が21,971百万円減少し

たこと等によるものであります。

 

（資本）

資本合計は、前連結会計年度末に比べ403百万円増加し、65,538百万円となりました。これは主に、配当金の支

払により2,603百万円、為替換算調整勘定が969百万円それぞれ減少した一方で、親会社の所有者に帰属する四半

期利益の計上により3,625百万円増加したこと等によるものであります。

 

②経営成績

当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上収益143,298百万円（前年同期比2.2％増）、営業利益5,232百万円

（前年同期比45.3％減）、税引前四半期利益4,602百万円（前年同期比49.1％減）、親会社の所有者に帰属する四半

期利益3,625百万円（前年同期比35.1％減）となりました。

 
セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

（国内スシロー事業）

国内スシロー事業につきましては、円安や水産資源の減少等による食材の調達コスト、物流費、地代、人件費、

設備・建設資材の高騰など、飲食業を含めて事業会社を取り巻く環境の変化はこれまでに無いほど急激で大きなも

のがあり、2022年10月１日より、国内におけるスシロー全店において、価格の改定を行っております。

そのような中、2023年１月には、スシロー店舗における迷惑動画がSNSにおいて掲載され、拡散されました。この

ような行為は、お客さまへ安全・安心な「おすし」を提供する上で、食の安心と安全を脅かす重大な事案であると

重く受け止めており、対象店舗において、すべての湯呑の洗浄、しょうゆボトルの入れ替えを実施し、今後の防止

策としては、テーブルに備え付けの食器や調味料にご不安をお感じになられた場合の消毒済のものへの交換、全国

の郊外型店舗に対してアクリル板の設置の実施などを行っております。

業績回復に向けた取り組みとして、「大切りてんこ盛り祭り」では、とろサーモン・紅鮭いくらてんこ盛りや特

大ジャンボ赤えびなどを販売し、「うにとろ祭り」では、天然のうにを使った濃厚うに包みや、とろける炙りサー

ロインなどを提供し、「かに祭り」では、大型生本ずわい蟹や濃厚かに味噌ラーメンなどをお客さまにお楽しみい

ただきました。

以上の結果、国内スシロー事業の売上収益は98,749百万円（前年同期比12.1％減）、セグメント利益は1,929百万

円（前年同期比79.0％減）となりました。

 
（海外スシロー事業）

海外スシロー事業につきましては、新型コロナウイルスによる営業規制が緩和され、店内飲食は徐々に回復に向

かっております。

そのような中、積極的な事業展開に向けて、中国大陸においては成都の１号店を含め、合計12店舗を出店しまし

た。その他の地域では、台湾５店舗、香港３店舗、タイ３店舗と、新規出店を継続し、海外スシロー事業において

100店舗オープンを達成しております。

また、来店客数の維持・拡大に向けて、かにフェア（中国大陸）、南海フェア（韓国）、厳選新品祭（台湾）、

赤シャリの春フェア（香港）、かに＆まぐろフェア（シンガポール）、貝＆春フェア（タイ）など、魅力的な販

促・マーケティング政策を各地域で継続的に実施いたしました。

以上の結果、海外スシロー事業の売上収益は29,663百万円（前年同期比94.5％増）、セグメント利益は2,683百万

円（前年同期比1,268.2％増）となりました。
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（京樽事業）

京樽事業につきましては、テイクアウト事業では、2022年12月より冷凍鮨自販機による冷凍鮨の販売を開始した

ことが注目を集め、節分においては全４種の恵方巻、ひなまつりにおいては海鮮ひなちらしなどの限定商品が好評

を得ました。また、現場での営業強化・製造効率化を実施するなど、現場改善にも取り組みました。

みさきブランドでは、2023年１月には「みさき本気のまぐろ祭2023」を開催し、生本鮪の様々な部位をお客さま

にお楽しみいただきました。また、2023年３月より、通常提供している、赤酢をブレンドしたシャリ（赤シャリ）

の配合を変更し、よりまろやかな酸味とコクがひろがる、特別仕様の赤シャリを使用した寿司を提供しておりま

す。

以上の結果、京樽事業の売上収益は12,448百万円（前年同期比15.6％増）、セグメント損失は456百万円（前年同

期セグメント損失977百万円）となりました。

 
(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

2,550百万円減少し、48,087百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は、19,171百万円（前年同期比15.0％増）となりました。

これは主に、税引前四半期利益4,602百万円、減価償却費及び償却費12,693百万円の計上、営業債務及びその他

の債務の増加が2,193百万円、あった一方で、営業債権及びその他の債権の増加が1,779百万円、法人所得税の支

払額が1,207百万円あったこと等によるものであります。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、8,202百万円（前年同期比6.8％減）となりました。

これは主に、新規出店等に伴う有形固定資産の取得による支出が7,068百万円あったこと等によるものでありま

す。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、12,939百万円（前年同期20,262百万円の獲得）となりました。

これは主に、リース負債の返済による支出が8,358百万円、配当金の支払額が2,596百万円、長期借入金の返済

による支出が2,005百万円あったこと等によるものであります。

 
(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 436,000,000

計 436,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2023年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(2023年５月12日)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 116,069,184 116,069,184
東京証券取引所
プライム市場

権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式であり、単元株式
数は100株であります。

計 116,069,184 116,069,184 ― ―
 

(注)　「提出日現在発行数」欄には、2023年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

 

決議年月日 2022年12月22日（第22回新株予約権）

付与対象者の区分及び人数(名)
当社取締役　　　　１
当社執行役員　　　14

新株予約権の数(個)※ 553

新株予約権の目的となる株式の種類※ 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株)※ 221,200　（注）２

新株予約権の行使時の払込金額(円)※ １

新株予約権の行使期間※ 自2023年１月11日　至2063年１月10日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)※

（注）３、４

新株予約権の行使の条件※ （注）５

新株予約権の譲渡に関する事項※
譲渡による新株予約権の取得について、当社取締役会
の決議による承認を要するものとします。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項※ （注）７
 

※ 本新株予約権の発行時(2023年１月11日)における内容を記載しております。

(注) １．監査等委員である取締役及び社外取締役は含みません。

２．各事業年度において、1,282個を年間の上限とし、本新株予約権１個当たりの目的である株式の数(以下「付

与株式数」といいます。)は、当社普通株式400株とします。

付与株式数は、本新株予約権の割当日後、当社が普通株式につき、株式分割(当社普通株式の無償割当てを

含みます。以下同じ。)又は株式併合を行う場合には、次の算式により調整されるものとします。当該調整

後付与株式数を適用する日については、株式分割の場合は、当該株式分割の基準日の翌日(基準日を定めな

いときはその効力発生日)以降、株式併合の場合は、その効力発生日以降これを適用するものとします。た

だし、かかる調整は、本新株予約権のうち、株式分割又は株式併合の時点で行使されていない新株予約権の

目的である株式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てる
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ものとします。

調整後付与株式数＝調整前付与株式数×分割又は併合の比率
 

また、本新株予約権の割当日後、当社が合併、会社分割又は資本金の額の減少を行う場合その他これらの場

合に準じ付与株式数の調整を必要とするやむを得ない事由が生じた場合には、合理的な範囲で、付与株式数

は適切に調整されるものとします。

３．本新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格は、本新株予約権の行使時の払込金額(１

株当たり１円)と割当日において一般的なオプション価格算定モデルであるモンテカルロ・シミュレーショ

ンにより算定される本新株予約権の公正な評価額の合計額であるところ、これらの新株予約権は引き受ける

者の役位に応じて権利確定率の下限(以下「下限権利確定率」といいます。)が定められております。なお、

本新株予約権の下限権利確定率に応じた発行価格は以下の通りです。

①　下限権利確定率 16.60％ (175個)

本新株予約権１個当たり 576,000円(１株当たり 1,440円)

②　下限権利確定率 17.60％ (48個)

本新株予約権１個当たり 580,000円(１株当たり 1,450円)

③　下限権利確定率 18.60％ (160個)

本新株予約権１個当たり 584,000円(１株当たり 1,460円)

④　下限権利確定率 19.60％ (170個)

   本新株予約権１個当たり 588,000円(１株当たり 1,470円)

また、当社は、当社の取締役及び執行役員として本新株予約権の割当てを受ける者に対し、払込金額の総額

に相当する金銭報酬を支給することとし、当該金銭報酬請求権と本新株予約権の払込金額の払込債務とを相

殺し、当社子会社の取締役及び執行役員として本新株予約権の割当てを受ける者に対しては、当社子会社よ

り本新株予約権の払込金額の総額に相当する金銭報酬を支給した上で、当社が当該金銭報酬請求権を債務引

受し、本新株予約権の払込金額の払込債務と相殺することとします。

４．資本組入額は、会社計算規則第17条第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計

算の結果１円未満の端数が生じる場合は、これを切り上げるものとします。

５．本新株予約権の行使の条件

(1) 本新株予約権者は、行使期間内において、当社及び当社子会社の取締役及び執行役員のいずれの地位を

喪失した日の翌日から10日(10日目が休日に当たる場合には前営業日)を経過する日までの間に限り、本

新株予約権を一括してのみ行使することができるものとします。

(2) 本新株予約権者が行使できる本新株予約権の数は、本新株予約権の割当日以後権利行使期間開始日まで

の絶対的TSR(割当日から３年を経過する日の属する月の前月の各日の東京証券取引所における当社普通

株式の終値平均値に、割当日から３年を経過する日までの間における当社普通株式１株当たりの配当金

の総額を加算し、本新株予約権の割当日の属する月の各日の東京証券取引所における当社普通株式の終

値平均値で除して算定した値をいう。)とTOPIX成長率(割当日から３年を経過する日の属する月の前月

の各日の東証株価指数(以下「TOPIX」という。)の終値平均値を、本新株予約権の割当日の属する月の

各日のTOPIXの終値平均値で除して算定した値をいう。)とを比較し、その割合に応じて、段階的に変動

するものとします。

(3) 本新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使することができるものとします。

(4) 本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における発行可能株式総数を超過する

こととなるときは、当該新株予約権の行使を行うことはできないものとします。

(5) 本新株予約権１個未満の行使を行うことはできないものとします。

６．本新株予約権の取得に関する事項

(1) 当社が消滅会社となる合併契約、当社が分割会社となる会社分割についての分割契約若しくは分割計

画、当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計画、当社の発行する全部の株式の内容と

して譲渡による当該株式の取得について当社の承認を要することについての定めを設ける定款の変更又

は本新株予約権の目的である種類の株式の内容として譲渡による当該種類の株式の取得について当社の

承認を要すること若しくは当該種類の株式について当社が株主総会の決議によってその全部を取得する

ことについての定めを設ける定款の変更、本新株予約権の目的である種類の株式についての株式の併合

(当該株式に係る単元株式数に株式の併合割合を乗じて得た数に１に満たない端数が生ずるものに限り

ます。)、特別支配株主による株式売渡請求承認の議案について株主総会の承認(株主総会の承認を要し

ない場合には取締役会決議)がなされた場合は、当社は、当社取締役会が別途定める日の到来をもっ

て、本新株予約権の全部を無償で取得することができるものとします。

(2) 本新株予約権者が権利行使をする前に、上記５に定める規定により本新株予約権の行使ができなくなっ

た場合は、当社は本新株予約権を無償で取得することができるものとします。

７．当社が消滅会社となる合併、当社が分割会社となる吸収分割若しくは新設分割又は当社が完全子会社となる

株式交換若しくは株式移転(以上を総称して以下「組織再編行為」といいます。)を行う場合において、組織

再編行為の効力発生日に本新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１項第８号イか

らホまでに掲げる株式会社(以下「再編対象会社」といいます。)の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞ

れ交付することとします。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合

併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において定めた場合

に限るものとします。

(1) 交付する再編対象会社の新株予約権の数

本新株予約権者が保有する本新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付します。
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(2) 本新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とします。

(3) 本新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件を勘案のうえ、上記２に準じて決定します。

(4) 本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、以下に定める再編後行使価額に上記

(3)に従って決定される本新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額とし

ます。再編後行使価額は、交付される新株予約権を行使することにより交付を受けることができる再編

対象会社の株式１株当たり１円とします。

(5) 本新株予約権を行使することができる期間

本新株予約権の行使期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか遅い日から当該行使期間

の末日までとします。

(6) 本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

上記の本新株予約権の行使により株式を発行する場合の資本組入額に準じて決定します。

(7) 譲渡による本新株予約権の取得の制限

譲渡による取得の制限については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとします。

(8) その他本新株予約権の行使の条件

上記５に準じて決定します。

(9) 本新株予約権の取得事由及び条件

上記６に準じて決定します。

(10) その他の条件については、再編対象会社の条件に準じて決定します。

８．本新株予約権にかかる新株予約権証券に関する事項

当社は、本新株予約権にかかる新株予約権証券を発行しないものとします。
 

決議年月日 2022年12月22日（第23回新株予約権）

付与対象者の区分及び人数(名)
当社従業員　　　　141
当社子会社従業員　776

新株予約権の数(個)※ 1,130

新株予約権の目的となる株式の種類※ 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株)※ 113,000（注）１

新株予約権の行使時の払込金額(円)※ 2,803（注）２

新株予約権の行使期間※ 自2024年12月23日　至2032年12月22日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)※

発行価格　　2,803
資本組入額　1,402

新株予約権の行使の条件※ （注）４

新株予約権の譲渡に関する事項※
譲渡による新株予約権の取得について、当社取締役会
の決議による承認を要するものとします。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項※ （注）６
 

※ 本新株予約権の発行時(2023年１月12日)における内容を記載しております。

(注) １．本新株予約権１個当たりの目的である株式の数(以下「付与株式数」といいます。)は、当社普通株式100株

とします。本新株予約権を行使した本新株予約権者に交付する株式の数に１株に満たない端数がある場合に

は、これを切り捨てるものとします。

但し、対象株式数は、割当日以降に当社が普通株式につき株式分割(株式無償割当てを含む。以下同じ。)又

は株式併合を行う場合、次の算式により調整されるものとします。当該調整後対象株式数の適用日は、当該

調整事由にかかる下記注３による行使価額の調整に関して定める調整後行使価額を適用する日と同日としま

す。かかる調整は、本新株予約権のうち、株式分割又は株式併合の時点で行使されていない新株予約権の目

的である株式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるも

のとします。

調整後対象株式数＝調整前対象株式数×分割又は併合の比率
 

また、本新株予約権の割当日以降に、当社が合併、会社分割又は資本金の額の減少を行う場合その他対象株

式数の変更をすることが適切な場合は、当社は取締役会決議により、必要と認める調整を行います。

２．本新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格は、本新株予約権の行使時の払込金額と同

額であります。また、資本組入額は、会社計算規則第17条第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２

分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じる場合は、これを切り上げるものとします。

３．本新株予約権の発行後、当社普通株式につき株式の分割又は株式の併合をする場合、次の算式により行使価

額を調整するものとします。調整後の行使価額は、株式の分割に係る基準日(株式無償割当ての場合は、株

式無償割当ての効力が生ずる日又は株式無償割当てに係る基準日を定めた場合は当該基準日)又は株式の併
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合の効力が生ずる日の翌日以降、これを適用するものとします。

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率
 

また、上記事由のほか、行使価額を変更することが適切な場合は、当社は、取締役会決議により必要と認め

る調整を行うものとします。行使価額の調整の結果、１円未満の端数が生じたときは、その端数を切り上げ

るものとします。

４．本新株予約権の行使の条件

(1) 本新株予約権者(②の場合においてはその相続人)は、以下の事由が生じた場合には、本新株予約権を行

使することができません。

①　本新株予約権者が当社、株式会社あきんどスシロー、株式会社FOOD & LIFE INNOVATIONS又はその

他当社の関係会社(以下、総称して「当社グループ」という。)の取締役、監査役、執行役員又は従

業員の地位をいずれも喪失した場合(但し、定年退職その他正当な理由があると当社が認めた場合

を除きます。)

②　本新株予約権者が死亡した場合

③　その他取締役会決議に基づき、本新株予約権の割当てを受けた者との間で締結する本新株予約権割

当に関する契約に定める場合

④　本新株予約権者が、破産手続開始又は民事再生手続開始の申立を受け、若しくは自らこれを申し立

てた場合

⑤　本新株予約権者が、不正行為、職務上の義務違反行為を行い若しくは職務に懈怠があり、又はその

他当該者に適用される当社グループの社内規程に違反する行為を行い、減給、出勤停止、降格、諭

旨解雇又は懲戒解雇等の対象となり得ると当該会社の取締役会(海外の会社においては当該国の法

律において取締役会に該当するかこれに準ずる機関)が判断した場合

(2) 一個の本新株予約権の一部を行使することはできません。

５．本新株予約権の取得条項

(1) 本新株予約権者が当社グループの取締役、監査役、執行役員又は従業員の地位をいずれも喪失した場

合、当社は、当該事由の生じた本新株予約権者より、当該本新株予約権者の保有する本新株予約権の全

部又は一部を無償で取得することができるものとします。なお、本新株予約権の一部を取得する場合に

は、当社の取締役会決議によりその取得する本新株予約権の数を定めるものとします。

(2) 当社が消滅会社となる合併契約、当社が分割会社となる会社分割についての分割契約若しくは分割計

画、当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計画、当社の発行する全部の株式の内容と

して譲渡による当該株式の取得について当社の承認を要することについての定めを設ける定款の変更又

は本新株予約権の目的である種類の株式の内容として譲渡による当該種類の株式の取得について当社の

承認を要すること若しくは当該種類の株式について当社が株主総会の決議によってその全部を取得する

ことについての定めを設ける定款の変更、本新株予約権の目的である種類の株式についての株式の併合

(当該株式に係る単元株式数に株式の併合割合を乗じて得た数に１に満たない端数が生ずるものに限り

ます。)、特別支配株主による株式売渡請求承認の議案について株主総会の承認(株主総会の承認を要し

ない場合には取締役会決議)がなされた場合は、当社は、当社取締役会が別途定める日の到来をもっ

て、本新株予約権の全部を無償で取得することができるものとします。

６．当社が消滅会社となる合併、当社が分割会社となる吸収分割若しくは新設分割又は当社が完全子会社となる

株式交換若しくは株式移転(以上を総称して以下「組織再編行為」といいます。)を行う場合において、当該

組織再編行為の効力発生の時点において行使されておらず、かつ、当社により取得されていない本新株予約

権(以下「残存新株予約権」といいます。)を有する新株予約権者に対し、当該新株予約権に代えて、それぞ

れの場合につき、会社法第236条第１項第８号イないしホに掲げる株式会社(以下総称して「再編対象会社」

といいます。)の新株予約権を、以下の条件に基づきそれぞれ交付することとします。但し、以下の条件に

沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割

計画、株式交換契約又は株式移転計画において定めた場合に限るものとします。

(1) 交付する再編対象会社の新株予約権の数

残存本新株予約権の本新株予約権者が保有する残存本新株予約権の数と同一の数を交付します。

(2) 本新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とします。

(3) 本新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案のうえ、目的である株式数につき合理的な調整がなされた数(以下「承継

後株式数」といいます。)とします。但し、調整により生じる１株未満の端数は切り捨てるものとしま

す。

(4) 本新株予約権を行使することのできる期間

組織再編行為の効力発生日から上記の本新株予約権を行使することができる期間の満了日までとしま

す。

(5) 本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

上記の本新株予約権の行使により株式を発行する場合の資本組入額に準じて決定します。

(6) 本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

組織再編行為の条件等を勘案の上、上記の本新株予約権の行使価額を合理的に調整して得られる行使価

額とします。

(7) その他の本新株予約権の行使条件及び新株予約権の取得条項
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上記４及び５に準じて決定します。

(8) 譲渡による本新株予約権の取得の制限

譲渡による本新株予約権の取得については、再編対象会社の承認を要します。

(9) 本新株予約権を行使した本新株予約権者に交付する株式の数に１株に満たない端数がある場合には、こ

れを切り捨てるものとします。

７．本新株予約権にかかる新株予約権証券に関する事項

当社は、本新株予約権にかかる新株予約権証券を発行しないものとします。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2023年１月１日～
2023年３月31日

- 116,069,184 - 100 - 1,747
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(5) 【大株主の状況】

  2023年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町二丁目11番３号 17,212,800 14.88

BNYM SA/NV FOR BNYM FOR BNYM
GCM CLIENT ACCTS M ILM FE
(常任代理人　株式会社三菱UFJ
銀行)

2 KING EDWARD STREET, LONDON EC1A 1HQ
UNITED KINGDOM
(東京都千代田区丸の内二丁目７番１号)

5,767,710 4.99

MSIP CLIENT SECURITIES
(常任代理人　モルガン・スタン
レーMUFG証券株式会社)

25 CABOT SQUARE, CANARY WHARF, LONDON
E14 4QA, U.K.
(東京都千代田区大手町一丁目９番７号)

4,905,205 4.24

全国農業協同組合連合会 東京都千代田区大手町一丁目３番１号 3,744,400 3.24

RBC ISB S/A DUB NON
RESIDENT/TREATY RATE UCITS-
CLIENTS ACCOUNT-MIG
(常任代理人　シティバンク、エ
ヌ・エイ東京支店)

14 PORTE DE FRANCE, ESCH-SUR-ALZETTE,
LUXEMBOURG, L-4360
(東京都新宿区新宿六丁目27番30号)

3,188,700 2.76

株式会社日本カストディ銀行(信
託口)

東京都中央区晴海一丁目８番12号 3,094,700 2.68

MSCO COSTOMER SECURITIES
(常任代理人　モルガン・スタン
レーMUFG証券株式会社)

1585 BROADWAY NEWYORK, NEW YORK 10036，
U.S.A.
(東京都千代田区大手町一丁目９番７号)

2,996,344 2.59

JP JPMSE LUX RE UBS AG LONDON
BRANCH EQ CO
(常任代理人　株式会社三菱UFJ
銀行)

BAHNHOFSTRASSE 45 ZURICH SWITZERLAND
8098
(東京都千代田区丸の内二丁目７番１号)

2,980,000 2.58

GOVERMENT OF NORWAY
(常任代理人　シティバンク、エ
ヌ・エイ東京支店)

BANKPLASSEN 2, 0107 OSLO 1 OSLO 0107 NO
(東京都新宿区新宿六丁目27番30号)

1,884,426 1.63

サントリー株式会社 東京都港区台場二丁目３番３号 1,666,400 1.44

計 ― 47,440,685 41.01
 

(注) １．日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)の所有株式数は、すべて信託業務に係る株式であります。

２．株式会社日本カストディ銀行(信託口)の所有株式数は、すべて信託業務に係る株式であります。
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３．2023年４月３日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、三菱UFJ信託銀行株式会社および

その共同保有者３社が2023年３月27日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨が記載されている

ものの、当社として2023年３月31日現在で実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主から除いて

おります。なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名または名称 住所 保有株券等の数
株券等保有割合

(％)

三菱UFJ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 2,146,200 1.85

三菱UFJ国際投信株式会社 東京都千代田区有楽町一丁目１２番１号 1,687,400 1.45

三菱UFJモルガン・スタンレー証
券株式会社

東京都千代田区大手町一丁目９番２号 462,128 0.40

ファースト・センティア・イン
ベスターズ（香港）リミテッド

25th Floor,One Exchange
Square,Central,Hong Kong

766,300 0.66

合計 ― 5,062,028 4.36
 

４．2023年４月６日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書(変更報告書)において、三井住友トラスト・

アセットマネジメント株式会社およびその共同保有者１社が2023年３月31日現在でそれぞれ以下のとおり株

式を保有している旨が記載されているものの、当社として2023年３月31日現在で実質所有株式数の確認がで

きませんので、上記大株主から除いております。なお、その大量保有報告書(変更報告書)の内容は次のとお

りであります。

氏名または名称 住所 保有株券等の株
株券等保有割合

(％)

三井住友トラスト・アセットマ
ネジメント株式会社

東京都港区芝公園一丁目１番１号 3,765,100 3.24

日興アセットマネジメント株式
会社

東京都港区赤坂九丁目７番１号 1,937,400 1.67

合計 ― 5,702,500 4.91
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2023年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 385,200
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

1,156,274

権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式であ
り、単元株式数は100株でありま
す。

115,627,400

単元未満株式
普通株式

― ―
56,584

発行済株式総数 116,069,184 ― ―

総株主の議決権 ― 1,156,272 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式84株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

  2023年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

株 式 会 社 FOOD & LIFE
COMPANIES

大阪府吹田市江坂町一丁
目22番地２号

385,200 - 385,200 0.33

計 ― 385,200 - 385,200 0.33
 

 

２ 【役員の状況】

(1)退任役員

役職名 氏名 退任年月日

社外取締役 高岡　浩三 2023年１月14日
 

 
　　(2) 異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

　　　男性5名　女性3名 （役員のうち女性の比率37.5％）
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第４ 【経理の状況】

 

１．要約四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の要約四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)第93条の規定により、国際会計基準第34号「期中財務報告」

(以下「IAS第34号」という。)に準拠して作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2023年１月１日から2023年

３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(2022年10月１日から2023年３月31日まで)に係る要約四半期連結財務諸表

について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【要約四半期連結財務諸表】

(1) 【要約四半期連結財政状態計算書】

(単位：百万円)

 注記
前連結会計年度
(2022年９月30日)

 
当第２四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産     
流動資産     
現金及び現金同等物  50,637  48,087

営業債権及びその他の債権  11,397  10,801

棚卸資産  3,534  4,075

その他の金融資産  457  1,452

その他の流動資産  1,967  3,538

流動資産合計  67,993  67,953

非流動資産     
有形固定資産 6,7 162,490  167,436

のれん 7 30,371  30,371

無形資産 7 55,968  56,031

持分法で会計処理されている投資  178  52

敷金及び保証金 16,17 13,420  13,715

その他の金融資産 16,17 541  541

繰延税金資産  191  191

その他の非流動資産  830  803

非流動資産合計  263,990  269,141

資産合計  331,982  337,094

     
負債及び資本     
負債     
流動負債     
営業債務及びその他の債務  27,435  29,467

社債及び借入金 8,16,17 4,009  23,993

未払法人所得税  189  798

リース負債  15,650  16,550

その他の金融負債  963  932

引当金  2,347  2,369

その他の流動負債  3,473  3,640

流動負債合計  54,067  77,749

非流動負債     
営業債務及びその他の債務  23  23

社債及び借入金 8,16,17 88,923  66,952

リース負債  105,624  108,509

その他の金融負債  100  101

引当金  4,012  4,143

繰延税金負債  14,092  14,072

その他の非流動負債  5  6

非流動負債合計  212,781  193,807

負債合計  266,848  271,556

資本     
資本金  100  100

資本剰余金  15,692  15,691

利益剰余金  47,579  48,601

自己株式 9 △1,894  △1,867

その他の資本の構成要素  3,639  2,891

親会社の所有者に帰属する持分合計  65,117  65,417

非支配持分  18  121

資本合計  65,134  65,538

負債及び資本合計  331,982  337,094
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(2) 【要約四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

 注記
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
至　2022年３月31日)

 
当第２四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
至　2023年３月31日)

売上収益 5,11 140,257  143,298

売上原価  △65,515  △64,154

売上総利益  74,741  79,144

販売費及び一般管理費 12 △66,925  △73,234

その他の収益 13 3,809  1,017

その他の費用 7,14 △2,054  △1,696

営業利益 5 9,572  5,232

金融収益  212  52

金融費用  △448  △733

持分法による投資損益（△は損失）  △289  52

税引前四半期利益  9,046  4,602

法人所得税費用  △3,457  △875

四半期利益  5,589  3,727

     

四半期利益の帰属     

親会社の所有者  5,588  3,625

非支配持分  1  103

四半期利益  5,589  3,727

     

１株当たり四半期利益     

基本的１株当たり四半期利益(円) 15 48.26  31.33

希薄化後１株当たり四半期利益(円) 15 47.96  31.11
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【第２四半期連結会計期間】

(単位：百万円)

 注記
前第２四半期連結会計期間
(自　2022年１月１日
至　2022年３月31日)

 
当第２四半期連結会計期間
(自　2023年１月１日
至　2023年３月31日)

売上収益  68,655  75,294

売上原価  △31,847  △33,931

売上総利益  36,808  41,364

販売費及び一般管理費  △34,035  △37,319

その他の収益  2,486  309

その他の費用  △1,156  △692

営業利益  4,103  3,662

金融収益  106  44

金融費用  △241  △263

持分法による投資損益（△は損失）  △176  81

税引前四半期利益  3,792  3,524

法人所得税費用  △1,592  △510

四半期利益  2,200  3,014

     

四半期利益の帰属     

親会社の所有者  2,200  2,954

非支配持分  △0  60

四半期利益  2,200  3,014

     

１株当たり四半期利益     

基本的１株当たり四半期利益(円) 15 19.02  25.53

希薄化後１株当たり四半期利益(円) 15 18.91  25.34
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(3) 【要約四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

 注記
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
至　2022年３月31日)

 
当第２四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
至　2023年３月31日)

四半期利益  5,589  3,727

     

その他の包括利益     

純損益に振り替えられる可能性のある項目     

在外営業活動体の換算差額  940  △969

純損益に振り替えられる可能性のある項目
合計

 940  △969

税引後その他の包括利益  940  △969

四半期包括利益  6,529  2,758

     

四半期包括利益の帰属     

親会社の所有者  6,527  2,655

非支配持分  2  103

四半期包括利益  6,529  2,758
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【第２四半期連結会計期間】

(単位：百万円)

 注記
前第２四半期連結会計期間
(自　2022年１月１日
至　2022年３月31日)

 
当第２四半期連結会計期間
(自　2023年１月１日
至　2023年３月31日)

四半期利益  2,200  3,014

     

その他の包括利益     

純損益に振り替えられる可能性のある項目     

在外営業活動体の換算差額  366  △37

純損益に振り替えられる可能性のある項目
合計

 366  △37

税引後その他の包括利益  366  △37

四半期包括利益  2,565  2,977

     

四半期包括利益の帰属     

親会社の所有者  2,565  2,915

非支配持分  0  62

四半期包括利益  2,565  2,977
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(4) 【要約四半期連結持分変動計算書】

前第２四半期連結累計期間(自　2021年10月１日　至　2022年３月31日)

(単位：百万円)

 注記 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
その他の
資本の構
成要素

親会社の
所有者に
帰属する
持分合計

非支配持分 資本合計

2021年10月１日時点の残高  100 15,755 46,584 △0 1,130 63,569 4 63,573

四半期利益    5,588   5,588 1 5,589

その他の包括利益      940 940 0 940

四半期包括利益合計  － － 5,588 － 940 6,527 2 6,529

自己株式の処分   △30  81 △13 37  37

自己株式の取得 9  △20  △2,000  △2,020  △2,020

株式に基づく報酬取引      208 208  208

配当金 10   △2,612   △2,612  △2,612

所有者との取引額合計  － △50 △2,612 △1,919 195 △4,386 － △4,386

2022年３月31日時点の残高  100 15,704 49,560 △1,919 2,265 65,710 6 65,716
 

 
当第２四半期連結累計期間(自　2022年10月１日　至　2023年３月31日)

(単位：百万円)

 注記 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
その他の
資本の構
成要素

親会社の
所有者に
帰属する
持分合計

非支配持分 資本合計

2022年10月１日時点の残高  100 15,692 47,579 △1,894 3,639 65,117 18 65,134

四半期利益    3,625   3,625 103 3,727

その他の包括利益      △969 △969 1 △969

四半期包括利益合計  － － 3,625 － △969 2,655 103 2,758

自己株式の処分   △12  28 △2 14  14

自己株式の取得     △0  △0  △0

新株予約権の失効   11   △11 －  －

株式に基づく報酬取引      233 233  233

配当金 10   △2,603   △2,603  △2,603

所有者との取引額合計  － △1 △2,603 28 221 △2,355 － △2,355

2023年３月31日時点の残高  100 15,691 48,601 △1,867 2,891 65,417 121 65,538
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(5) 【要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：百万円)

 注記
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
至　2022年３月31日)

 
当第２四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
至　2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー     

税引前四半期利益  9,046  4,602

減価償却費及び償却費 6 10,945  12,693

減損損失 7 1,791  1,541

金融収益  △172  △52

金融費用  448  733

賞与引当金の増減額（△は減少）  △1,583  22

敷金及び保証金の家賃相殺額  132  131

持分法による投資損益（△は益）  289  △52

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加）  2,730  △1,779

棚卸資産の増減額（△は増加）  △774  △551

営業債務及びその他の債務の増減額（△は減少）  2,753  2,193

その他  △1,678  △940

小計  23,928  18,541

利息及び配当金の受取額  5  37

利息の支払額  △401  △665

法人所得税の支払額  △6,867  △1,207

法人所得税の還付額  －  2,466

営業活動によるキャッシュ・フロー  16,665  19,171

投資活動によるキャッシュ・フロー     

有形固定資産の取得による支出  △7,372  △7,068

有形固定資産の売却による収入  0  652

無形資産の取得による支出  △792  △446

定期預金の預入による支出  －  △780

敷金及び保証金の差し入れによる支出  △669  △1,394

その他  31  834

投資活動によるキャッシュ・フロー  △8,801  △8,202

財務活動によるキャッシュ・フロー     

長期借入れによる収入  34,000  －

長期借入金の返済による支出  △2,005  △2,005

リース負債の返済による支出  △7,142  △8,358

支払手数料の支払による支出  △2  △1

自己株式の取得による支出 9 △2,000  △0

新株予約権の行使による収入  24  14

配当金の支払額 10 △2,608  △2,596

その他  △6  6

財務活動によるキャッシュ・フロー  20,262  △12,939

現金及び現金同等物の増加額  28,126  △1,970

現金及び現金同等物の期首残高  29,367  50,637

現金及び現金同等物に係る換算差額  416  △580

現金及び現金同等物の四半期末残高  57,909  48,087
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【要約四半期連結財務諸表注記】

１．報告企業

株式会社FOOD & LIFE COMPANIES(以下「当社」という。)は日本に所在する株式会社であり、その登記されている本

社は大阪府に所在しております。当社の2023年３月31日に終了する第２四半期の要約四半期連結財務諸表は、当社及

びその子会社(以下「当社グループ」という。)により構成されます。当社グループは、すし事業に特化した外食事業

を営んでおり、国内では「スシロー」「杉玉」「京樽」「回転寿司みさき・三崎丸」ブランドにて主に直営方式によ

る回転すし店等を中心に展開し、海外では韓国、台湾、シンガポール、香港、タイ、中国大陸で直営方式による回転

すし店舗を展開しております。

 
２．作成の基礎

(1) IFRSに準拠している旨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、IAS第34号に準拠して作成しております。当社グループは、四半期連

結財務諸表規則第１条の２に掲げる「指定国際会計基準特定会社」の要件を満たすことから、同第93条の規定を適

用しております。

本要約四半期連結財務諸表は、2023年５月11日に代表取締役社長水留浩一及び執行役員吉田剛により承認されて

おります。

本要約四半期連結財務諸表には年次の連結財務諸表で要求される全ての情報が含まれていないため、前連結会計

年度の連結財務諸表と併せて利用されるべきものであります。

 

(2) 測定の基礎

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、公正価値で測定されている金融商品等を除き、取得原価を基礎とし

て作成しております。

 

(3) 機能通貨及び表示通貨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は当社の機能通貨である日本円で表示されており、百万円未満を四捨五

入して表示しております。

 
３．重要な会計方針

本要約四半期連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、前連結会計年度の連結財務諸表において適用した

会計方針と同一であります。

なお、当第２四半期連結累計期間の法人所得税費用は、見積年次実効税率を基に算定しております。

 
要約四半期連結財務諸表の承認日までに主に以下の基準書及び解釈指針の新設又は改訂が発表されておりますが、

当社グループはこれらを早期適用しておりません。

なお、これらの適用による影響は検討中であり、現時点で見積ることはできません。

IFRS
強制適用時期
(以降開始年度)

当社グループ
適用時期

新設・改訂の概要

IAS第12号 法人所得税 2023年１月１日 2024年９月期
繰延税金資産及び繰延税金負債の当初
認識の免除規定による改定
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４．重要な会計上の見積りと判断

要約四半期連結財務諸表の作成にあたり、経営者は、会計方針の適用並びに資産、負債、収益及び費用の報告額に

影響を及ぼす見積り、判断及び仮定の設定を行っております。

会計上の見積りの結果は、その性質上、実際の結果とは異なる可能性があります。

見積り及びその基礎となる仮定は継続して見直され、会計上の見積りの見直しによる影響は、その見積りを見直し

た会計期間と将来の会計期間において認識されます。

本要約四半期連結財務諸表の金額に重要な影響を与える見積り、判断及び仮定の設定は、原則として前連結会計年

度に係る連結財務諸表と同様であります。

 
５．セグメント情報

(1) 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、主に事業別のセグメントから構成されております。

各報告セグメントに含まれる主要ブランドは以下のとおりであります。

国内スシロー事業：国内で展開する「スシロー」及びテイクアウト専門店

海外スシロー事業：海外で展開する「スシロー」及びテイクアウト専門店

京樽事業　　　　：株式会社京樽が運営する全ブランド（主要ブランド「京樽」・「回転寿司みさき」・「海鮮

三崎港」）

その他事業　　　：株式会社FOOD & LIFE INNOVATIONS が運営する全ブランド(主要ブランド「杉玉」）
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(2) 報告セグメント売上収益及び業績

当社グループの報告セグメントによる売上収益及び業績は以下のとおりです。

 
前第２四半期連結累計期間（自　2021年10月１日　至　2022年３月31日）

      （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額合計
（注）２

連結合計
 

国内スシ
ロー事業

海外スシ
ロー事業

京樽事業 その他事業

売上収益        

外部収益 112,273 15,249 10,768 1,967 140,257 － 140,257

セグメント間収益 68 － － － 68 △68 －

計 112,340 15,249 10,768 1,967 140,325 △68 140,257

セグメント利益又は
損 失 (△ は 損 失 )
（注）１

9,197 196 △977 △370 8,046 1,525 9,572

その他の項目        

減価償却費及び償
却費

7,853 1,908 821 185 10,767 178 10,945

減損損失 483 439 704 164 1,791 － 1,791
 

(注) １．セグメント利益又は損失は要約四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．セグメント利益又は損失の調整額1,525百万円には、主にセグメント間取引消去及び各報告セグメントに配

分していない全社損益が含まれております。

 
当第２四半期連結累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年３月31日）

      （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額合計
（注）２

連結合計
 

国内スシ
ロー事業

海外スシ
ロー事業

京樽事業 その他事業

売上収益        

外部収益 98,749 29,663 12,333 2,553 143,298 － 143,298

セグメント間収益 － － 116 7 123 △123 －

計 98,749 29,663 12,448 2,560 143,421 △123 143,298

セグメント利益又は
損 失 (△ は 損 失 )
（注）１

1,929 2,683 △456 △203 3,953 1,279 5,232

その他の項目        

減価償却費及び償
却費

7,957 3,331 820 310 12,418 275 12,693

減損損失 1,175 98 116 152 1,541 － 1,541
 

(注) １．セグメント利益又は損失は要約四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．セグメント利益又は損失の調整額1,279百万円には、主にセグメント間取引消去及び各報告セグメントに配

分していない全社損益が含まれております。
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６．有形固定資産

有形固定資産の帳簿価額の増減は以下のとおりであります。

(単位：百万円)

帳簿価額 建物 構築物 機械装置
工具器具
備品

使用権
資産

土地
建設
仮勘定

合計

2022年10月１日残高 21,408 2,237 5,327 12,156 117,835 1,553 1,975 162,490

取得 962 － 302 421 12,928 － 8,722 23,333

減価償却費 △2,076 △191 △699 △2,059 △7,420 － － △12,445

減損損失(注)２ △696 △92 △216 △425 △111 － － △1,540

売却又は処分 △471 △347 △105 △118 △709 － － △1,750

振替 4,066 587 1,922 2,000 292 － △8,867 －

外貨換算差額 △708 － △89 △124 △1,206 － △527 △2,653

その他 △5 0 24 3 △13 － △8 0

2023年３月31日残高 22,480 2,194 6,465 11,853 121,595 1,553 1,295 167,436
 

(注) １．前連結会計年度及び当第２四半期連結累計期間において、有形固定資産の取得原価に含まれる借入コストは

存在しておりません。

２．有形固定資産の減損は注記「７．非金融資産の減損」に開示しております。

 
７．非金融資産の減損

(1) 事業資産の減損

当社グループが、業績が悪化している店舗について要約四半期連結損益計算書に計上している減損損失は以下の

とおりであります。

(単位：百万円)

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
至　2022年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
至　2023年３月31日)

建物 739 696

構築物 3 92

機械装置 169 216

工具器具備品 431 425

使用権資産 448 111

無形資産 1 0

合計 1,791 1,541
 

(注) １．すべての減損損失は事業資産から生じたものであり、要約四半期連結損益計算書のその他の費用に含まれま

す。

２．各店舗を資金生成単位として、事業資産の減損テストを実施しております。今後使用する予定のない遊休資

産は、独立した資金生成単位として減損テストを実施しております。

３．これら資産の回収可能価額は、前第２四半期連結累計期間において850百万円、当第２四半期連結累計期間

において1,356百万円であります。

４．減損損失を認識した店舗は、前第２四半期連結累計期間において199店舗、当第２四半期連結累計期間にお

いて83店舗であります。

 
(2) 企業結合により取得した資産の減損

当社グループは、のれん及び耐用年数を確定できないブランドについて、毎期又は減損の兆候があると認められ

た場合にはその都度、減損テストを行っております。前第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結累計期間に

おいて、のれん及び耐用年数を確定できないブランドの取得、処分及び減損の兆候はありません。
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８．社債及び借入金

(1) 借入契約

当社は、既存借入金のリファイナンスを目的として、国内金融機関４社それぞれと金銭消費貸借契約を締結し、

借入を実行しております。

主な契約内容は以下のとおりであります。

１．借入先

株式会社みずほ銀行、株式会社三井住友銀行、株式会社三菱ＵＦＪ銀行、株式会社日本政策投資銀行

２．借入金額

総額35,000百万円

３．借入実行日

2021年３月31日

４．返済期日

2029年６月30日、2031年３月31日

５．借入金利

変動金利(基準金利に一定のマージンを加算)、固定金利

６．借入金残高

26,982百万円(2023年３月31日現在)

 
(2) 借入契約

当社は、新型コロナウイルス感染症の拡大による影響が更に長期化するリスクに備え、財務基盤の安定性を高め

ると共に、企業価値向上に資する成長投資を継続することを目的として、国内金融機関３社各社のそれぞれと金銭

消費貸借契約を締結し、借入を実行しております。

主な契約内容は以下のとおりであります。

１．借入先

①株式会社三井住友銀行、②株式会社三菱ＵＦＪ銀行、③株式会社みずほ銀行

２．借入金額

総額34,000百万円

３．借入実行日

①2022年２月28日、②2022年３月３日、2022年３月９日、③2022年３月31日

４．返済期日

①2027年２月28日、②2029年３月９日、2032年３月３日、③2029年３月31日

５．借入金利

固定金利

６．借入金残高

34,000百万円(2023年３月31日現在)

 
(3) 社債の発行条件の要約は以下のとおりであります。

(単位：百万円)

会社名 銘柄 発行年月日
前連結会計年度
(2022年９月30日)

第２四半期連結
累計期間

(2023年３月31日)

利率
(％)

担保 償還期限

当社 第１回無担保社債 2020年１月23日 4,989 4,992 0.170 無担保 2025年１月23日

当社 第２回無担保社債 2020年１月23日 4,986 4,988 0.350 無担保 2030年１月23日

当社 第３回無担保社債 2020年11月27日 19,971 19,984 0.080 無担保 2023年11月27日

合計 ― ― 29,946 29,964 ― ― ―
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９．自己株式

前第２四半期連結累計期間（自　2021年10月１日　至　2022年３月31日）

当社は、2021年11月５日開催の取締役会において、会社法第459条第１項及び当社定款第36条の規定に基づき、自

己株式取得に係る事項について決議しました。これを受け、東京証券取引所における市場買付の方法により、2021

年11月15日から2021年12月６日（約定ベース）までに普通株式416,200株、2,000百万円の取得を行いました。

 
当第２四半期連結累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年３月31日）

重要な取得または処分はありません。

 
10．配当金

(1) 配当金支払額

前第２四半期連結累計期間(自　2021年10月１日　至　2022年３月31日)

決議日 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2021年12月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 2,612 22.50 2021年９月30日 2021年12月24日
 

 
当第２四半期連結累計期間(自　2022年10月１日　至　2023年３月31日)

決議日 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2022年12月22日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 2,603 22.50 2022年９月30日 2022年12月23日
 

 
(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

前第２四半期連結累計期間(自　2021年10月１日　至　2022年３月31日)

該当事項はありません。

 
当第２四半期連結累計期間(自　2022年10月１日　至　2023年３月31日)

該当事項はありません。
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11．売上収益

当社グループは、外食事業等から計上される収益を売上収益として表示しており、財又はサービスの種類別に分類

した売上収益（外部収益）を報告セグメントの区分に基づき、以下のとおり分解しております。

 

前第２四半期連結累計期間（自　2021年10月１日　至　2022年３月31日）

  (単位：百万円)

 報告セグメント
合計

 国内スシロー事業 海外スシロー事業 京樽事業 その他事業

店舗売上 112,142 15,247 10,768 1,766 139,923

その他 131 2 － 202 334

合計 112,273 15,249 10,768 1,967 140,257
 

 

当第２四半期連結累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年３月31日）

  (単位：百万円)

 報告セグメント
合計

 国内スシロー事業 海外スシロー事業 京樽事業 その他事業

店舗売上 98,637 29,661 12,333 2,508 143,138

その他 112 3 － 45 160

合計 98,749 29,663 12,333 2,553 143,298
 

 
12．販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費の内訳は以下のとおりであります。

(単位：百万円)

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
至　2022年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
至　2023年３月31日)

従業員給付費用 37,857 40,213

減価償却費及び償却費 10,899 12,661

水道光熱費 3,133 4,295

支払手数料 2,359 2,988

その他 12,677 13,078

合計 66,925 73,234
 

 

13．その他の収益

(単位：百万円)

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
至　2022年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
至　2023年３月31日)

政府補助金収入(注) 3,470 253

契約解除益 － 500

その他 339 264

合計 3,809 1,017
 

(注)新型コロナウイルス感染症に伴う政府及び自治体からの営業時間短縮に係る感染拡大防止協力金や雇用調整

　　助成金等の収入等であります。
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14．その他の費用

(単位：百万円)

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
至　2022年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
至　2023年３月31日)

減損損失 1,791 1,541

その他 263 156

合計 2,054 1,696
 

 
15．１株当たり利益

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
至　2022年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
至　2023年３月31日)

親会社の普通株主に帰属する四半期利益(百万円) 5,588 3,625

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する普通
株主に係る四半期利益(百万円)

5,588 3,625

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に使用する普
通株主に係る四半期利益(百万円)

5,588 3,625

基本的期中平均普通株式数(株) 115,788,904 115,677,199

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に用いられた
普通株式増加数(株)

726,533 831,977

希薄化後の期中平均普通株式数(株) 116,515,437 116,509,176

基本的１株当たり四半期利益(円) 48.26 31.33

希薄化後１株当たり四半期利益(円) 47.96 31.11

希薄化効果を有しないため、希薄化後１株当たり四
半期利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

新株予約権２種類
(普通株式70千株)

新株予約権３種類
(普通株式172千株)

 

 

 
前第２四半期連結会計期間
(自　2022年１月１日
至　2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　2023年１月１日
至　2023年３月31日)

親会社の普通株主に帰属する四半期利益(百万円) 2,200 2,954

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する普通
株主に係る四半期利益(百万円)

2,200 2,954

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に使用する普
通株主に係る四半期利益(百万円)

2,200 2,954

基本的期中平均普通株式数(株) 115,664,136 115,679,384

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に用いられた
普通株式増加数(株)

690,929 868,795

希薄化後の期中平均普通株式数(株) 116,355,065 116,548,179

基本的１株当たり四半期利益(円) 19.02 25.53

希薄化後１株当たり四半期利益(円) 18.91 25.34

希薄化効果を有しないため、希薄化後１株当たり四
半期利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

新株予約権２種類
(普通株式70千株)

新株予約権３種類
(普通株式172千株)
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16．金融商品の公正価値

金融商品の帳簿価額と公正価値は以下のとおりであります。なお、帳簿価額と公正価値が近似している金融商品に

ついては、注記を省略しております。

(単位：百万円)

 

前連結会計年度
(2022年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

帳簿価額 公正価値 帳簿価額 公正価値

償却原価で測定される金融資産：     

敷金及び保証金 13,420 13,243 13,715 13,616

公正価値で測定される金融資産：     

非上場株式 541 541 541 541

償却原価で測定される金融負債：     

社債 29,946 29,822 29,964 29,835

借入金 62,986 62,714 60,982 60,602
 

 
金融資産及び金融負債の公正価値は以下のように算定しております。

(a) 敷金及び保証金

敷金及び保証金の相手方となる物件の所有者の信用リスクが現時点で極めて低いと判断しているため、これらの

公正価値は、リース期間にわたる将来キャッシュ・フローを、国債利回りといった適切な指標で割り引いた現在価

値に基づいて計算しており、レベル３に該当します。

 
(b) 非上場株式

非上場株式の公正価値は、当社グループの担当部門がグループ会計方針等に従って、四半期ごとに入手可能な直

前の数値を用いて測定しており、レベル３に該当します。

 
(c) 社債

社債の公正価値は、市場価格に基づいて計算しており、レベル２に該当します。

 
(d) 借入金

借入金の公正価値は、短期借入金については、短期間で決済されるため、公正価値は帳簿価額に近似しておりま

す。長期借入金については、固定金利によるものは、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される

利率で割り引いた現在価値により算定しております。変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、

当社の信用自体は借入実行後大きな変動はないことから、契約上の金額は公正価値に近似しております。これら

は、レベル２に該当します。
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17．公正価値測定

公正価値ヒエラルキー

公正価値の測定に使用される公正価値ヒエラルキーのレベルは、公正価値の測定の重要なインプットのうち、最

も低いレベルに基づいて決定しております。

レベル１：同一の資産又は負債の活発な市場における無調整の公表価格

レベル２：資産又は負債に関する直接又は間接的に観察可能な、レベル１に含まれる公表価格以外のインプット

レベル３：資産又は負債に関する観測可能でないインプット

 
前連結会計年度(2022年９月30日)

(単位：百万円)

 レベル１ レベル２ レベル３ 合計

資産：     

敷金及び保証金 － － 13,243 13,243

その他の金融資産(非流動)：     

非上場株式 － － 541 541

合計 － － 13,784 13,784

負債：     

社債 － 29,822 － 29,822

借入金 － 62,714 － 62,714

合計 － 92,535 － 92,535
 

 
当第２四半期連結会計期間(2023年３月31日)

(単位：百万円)

 レベル１ レベル２ レベル３ 合計

資産：     

敷金及び保証金 － － 13,616 13,616

その他の金融資産(非流動)：     

非上場株式 － － 541 541

合計 － － 14,157 14,157

負債：     

社債 － 29,835 － 29,835

借入金 － 60,602 － 60,602

合計 － 90,436 － 90,436
 

(注) １．経常的に要約四半期連結財務諸表に計上される資産及び負債について、当社グループは、各報告期間末に分

類を再評価することで、ヒエラルキーのレベル間での振替が生じていないかを判断しております。

２．前連結会計年度及び当第２四半期連結累計期間において、公正価値測定レベル１とレベル２間の振替及びレ

ベル３から、又はレベル３への振替はありません。

 
レベル３に分類された経常的に公正価値で測定される金融商品の調整表は次のとおりであります。

(単位：百万円)

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
至　2022年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
至　2023年３月31日)

期首残高 487 541

四半期末残高 487 541
 

 
18．後発事象

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年５月11日

株式会社FOOD & LIFE COMPANIES

取締役会　御中

 
有限責任 あずさ監査法人

 

大阪事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 龍　　田　　佳　　典  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中　　村　　武　　浩  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社FOOD &

LIFE COMPANIESの2022年10月１日から2023年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年１月１日

から2023年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年10月１日から2023年３月31日まで）に係る要約四半期

連結財務諸表、すなわち、要約四半期連結財政状態計算書、要約四半期連結損益計算書、要約四半期連結包括利益計算

書、要約四半期連結持分変動計算書、要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の要約四半期連結財務諸表が、「四半期連結財務諸表の用語、

様式及び作成方法に関する規則」第93条により規定された国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して、株式会社

FOOD & LIFE COMPANIES及び連結子会社の2023年３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期

間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「要約四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人

の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から

独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる

証拠を入手したと判断している。

要約四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示する

ことにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　要約四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき要約四半期連結財務諸表を作成す

ることが適切であるかどうかを評価し、国際会計基準第１号「財務諸表の表示」第４項に基づき、継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
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　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
要約四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から要約

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、要約四半期連結財務諸表において、国際会計基準第１号「財務

諸表の表示」第４項に基づき、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。ま

た、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において要約四半期連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する要約四半期連結財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、要約四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企

業として存続できなくなる可能性がある。

・要約四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠していないと信じさせ

る事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた要約四半期連結財務諸表の表示、構成及び内

容、並びに要約四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

・要約四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、要約四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、

単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上
 

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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